
 

 

 

 

 

症状から「緊急であるのか」「緊急でないのか」を判断することは難しいことです。 

救急車を呼ぶかどうか迷っているうちに、容態を悪化させてしまってはいけません。 

救急車を呼ぶ場合には、下記を参考に利用しましょう。 

 

【緊急を要する主な症状の一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の症状以外にも緊急を要する症状があります！ 

不安な場合は消防署へ問い合わせて下さい。 

 

【救急車の呼び方】 裏面参照 

・意識がない、呼吸をしていない。 

頭 

・顔半分にしびれを感じる。 

・ろれつが回りにくい。言葉

がうまくしゃべれない。 

・片方の目が見えない。 

・今まで経験したことのないような突然の激しい頭痛。 

・胸の真ん中に突然生じて

持続する強い痛み。 

・胸が締め付けられるよう

な重苦しさ、圧迫感。 

・体の左右どちらかに力が入らない。 体 

胸 顔 



救急車の適正利用にご協力下さい。 

救急車を本当に必要とする人のために 

皆様のご理解ご協力をお願いします。 

【救急車の呼び方】 救急車を呼ぶには  

  １１９番通報をすると通信指令員が必要な情報を問いかけます。 

下記の項目を、落ち着いてゆっくりと答えて下さい。 

また、救急車は全ての項目をお伺いする前に出動しています。 

 

  

 

 ① 救急であることを伝える。 

 

 

 

 ② 救急車が来て欲しい住所を伝える。 

 

 

 

 ③ 具合の悪い人の症状（状況）を伝える。 

 

 

 

 

 ④ あなたの名前と電話番号を伝える。 

 

 

 

 

 ⑤ 救急隊が到着するまでに行ってもらいたい処置がある場合は、通信指令員が指導

します。指導に従って、出来る限り実施して下さい。 

 

【問い合わせ】 

 ・病院照会など問い合わせについては、下記の電話番号へお願いします。 

伊達地方消防組合 ０２４－５７５－４１０１ 

・その他の電話相談窓口 

   小児救急電話相談 ０２４－５２１－３７９０ 

   こころの電話相談 ０５７０－０５５６９９ 

火事ですか？ 

救急ですか？ 
救急です。 

町名から住所を

教えて下さい。 
○○町○○字○○です。 

どのような 

状態ですか？ 
○○歳の男性なんですが、

意識・呼吸がありません。 

あなたの名前と 

電話番号を教えて下さい。 

私は、○○○○です。 

電話番号は 

○○○－○○○です。 

消防指令センター 具合の悪い方 


